
（ 13 ） （ 12 ）

　一般質問は、議員が市政全般について、自由なテーマで市長に質問するもので、市民の声を市政に届け、議員それ
ぞれが政策提言を行います。12月定例会では、11月30日、12月3日、4日の3日間、18人の議員が一般質問を行いました。
　ここでは、質問と答弁の中から一部を要約してご紹介します。なお、質問内容は質問者が作成しました。

そこが聞きたい!!そこが聞きたい!! 一　般　質　問一　般　質　問
◆
平
成
平
成
2626
年
７
月
に
迎
え
る
市
制

年
７
月
に
迎
え
る
市
制
施
行
施
行
6060
周
年
周
年

①
過
去
の
周
年
事
業
の
成
果
は
。 

②
60
周
年
記
念
事
業
の

観
点
、目
的
は
。 
③
実
行
委
員
会
の
設
置
は
。 

④
60
周
年

に
市
民
に
伝
え
た
い
こ
と
、求
め
た
い
こ
と
は
。

総
合
政
策
部
長  

①
35
周
年
の
平
和
都
市
宣
言
や
40
周
年

の
お
茶
香
る
ま
ち
の
愛
称
の
制
定
な
ど
。 

③
市
民
検
討
委

員
会
を
計
画
段
階
よ
り
設
置
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

副
市
長  

②
節
目
と
な
る
年
を
市
民
と
大
い
に
祝
い
、市
の

Ｐ
Ｒ
や
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
な
ど
を
共
有
し
、進
展
さ
せ

る
契
機
に
し
た
い
。 

④
基
本
構
想
で
示
す
将
来
像
の
実
現

の
た
め
、市
民
が
自
ら
市
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
に
積
極
的
な
参
画
、協
働
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
平
成
７
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
人
口

①
人
口
減
少
の
分
析
は
。 

②
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
で
の

課
題
は
。 

③
今
後
の
人
口
推
移
の
予
測
は
。 

④
こ
れ
ま
で

の
人
口
減
少
歯
止
め
の
対
応
と
今
後
の
対
策
は
。 

⑤
人
口

減
少
対
策
に
特
化
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
の
考
え
は
。

総
合
政
策
部
長  

①
７
年
の
16
万
３
３
６
５
人
か
ら
24
年

は
15
万
６
５
７
２
人
と
、６
７
９
３
人
の
減
少
。要
因
は
、

市
内
住
宅
団
地
12
地
区
の
人
口
減
少
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
分
析
し
て
い
る
。 

②
労
働
人
口
の
減
少
に
伴
う
市

税
収
入
の
減
少
、社
会
保
障
制
度
へ
の
影
響
、地
域
活
力
の

創
出
な
ど
。 

③
出
生
数
の
大
幅
な
増
加
や
大
規
模
な
住
宅

開
発
な
ど
が
な
い
限
り
、減
少
傾
向
は
続
く
と
考
え
る
。

副
市
長  

④
こ
れ
ま
で
も
子
育
て
支
援
対
策
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
が
、今
後
も
各
施
策
を
総

合
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。　

市
長  

⑤
第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、

そ
の
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

◆
教
育
無
償
化
の
た
め
に

　

教
育
無
償
化
と
い
っ
て
も
、実
際
は
毎
月
教
育
関
係
費

が
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

①
保
護
者
負
担
軽
減
の
た
め
の
教
材
費
、給
食
費
な
ど
の

独
自
補
助
制
度
は
。 

②
学
校
で
の
ケ
ガ
の
治
療
で
医
療
費

の
窓
口
負
担
を
無
く
す
こ
と
は
。 

③
高
校
生
の
た
め
に
給

付
制
の
奨
学
金
制
度
の
創
設
を
。

教
育
長  

①
経
済
的
理
由
で
学
用
品
の
購
入
や
給
食
費
の

支
払
い
な
ど
が
困
難
な
世
帯
に
は
、就
学
援
助
制
度
が
あ

り
、市
単
独
の
補
助
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。 

②
日
本
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
支
給
さ
れ
る
災
害
共
済
給
付

金
は
、こ
ど
も
医
療
費
の
給
付
金
に
該
当
し
、こ
ど
も
医
療

費
で
の
一
時
立
て
替
え
は
難
し
い
。 

③
義
務
教
育
は
市
が

責
任
を
持
つ
必
要
が
あ
る
が
、そ
れ
以
外
は
市
に
義
務
的

な
も
の
は
課
さ
れ
て
お
ら
ず
、高
校
生
以
上
に
奨
学
金
と
し

て
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
ま
で
は
必
要
な
い
と
考
え
る
。

◆
孤
立
状
態
の
徹
底
調
査
と
対
応

　

最
近
の
孤
立
死
は
、多
様
な
年
齢
層
に
広
が
っ
て
い
る

が
、死
に
至
る
前
の
孤
立
段
階
で
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

①
行
政
内
部
で
情
報
の
共
有
と
連
携
で
リ
ス
ク
の
高
い
市

民
を
発
掘
で
き
る
体
制
の
確
立
は
。 

②
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事

業
＝
専
門
性
の
あ
る
職
員
が
、直
接
出
向
い
て
心
理
的
な

ケ
ア
と
必
要
な
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
は
。

福
祉
こ
ど
も
部
長  

①
担
当
同
士
の
情
報
交
換
や
協
議
の

ほ
か
、複
雑
困
難
な
ケ
ー
ス
の
場
合
は
、担
当
課
や
機
関
と

会
議
な
ど
を
開
催
し
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

市
長  

②
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
で
組
織
す
る
庁
内
福
祉

健
康
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
、要
支
援
者
に
総
合
的
・
横

断
的
に
、適
切
な
支
援
を
行
う
体
制
を
検
討
し
て
い
る
。

◆
入
曽
駅

①
東
口
整
備
事
業
が
見
直
さ
れ
た
が
、

重
点
課
題
は
。 

②
駅
舎
事
業
や
東
西

自
由
通
路
は
計
画
に
含
ま
れ
て
い
る

の
か
。 

③
駅
舎
事
業
と
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
は
切
り
離
し
て
進
め
る
よ
う
西

武
鉄
道
と
交
渉
し
て
ほ
し
い
が
考
え

は
。 

④
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法（
国
・
鉄
道
事
業
者
・
自
治
体
が

３
分
の
１
ず
つ
負
担
）に
基
づ
き
、西
武
鉄
道
か
ら
整
備
申

請
が
あ
っ
た
場
合
、市
は
こ
れ
に
応
じ
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長  

①
入
曽
駅
東
口
は
、駅
前
広
場
が
未
整
備
で
あ
る
こ

と
、朝
夕
は
歩
行
者
と
自
動
車
、自
転
車
が
交
差
し
通
行
す

る
と
い
っ
た
交
通
安
全
上
の
課
題
が
あ
る
。誰
も
が
安
心

し
て
通
行
で
き
る
駅
前
地
区
と
す
る
た
め
、市
街
地
開
発

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

③
西
武
鉄
道
か
ら
申
請
が
あ

れ
ば
応
じ
る
。 

④
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
鉄
道
事
業
者
の

責
務
と
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
が
、西
武

鉄
道
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
き
国
の
事
業
採
択
を
得

る
こ
と
と
な
れ
ば
、市
も
支
援
し
て
い
く
。

都
市
整
備
部
長  

②
駅
舎
な
ど
の
整
備
は
、こ
の
市
街
地
開

発
事
業
に
は
含
め
て
い
な
い
。

◆
年
金
の
後
納
制
度

①
市
の
窓
口
で
も
相
談
に
応
じ
て
も
ら
え
る
か
。 

②
貸
付

制
度
を
創
設
し
て
、積
極
的
に
利
用
促
進
を
図
っ
て
ほ
し

い
が
考
え
は
。

長
寿
健
康
部
長  

①
窓
口
や
電
話
の
相
談
に
も
、制
度
の
案

内
や
説
明
を
行
っ
て
い
る
。 

②
国
民
年
金
は
国
の
制
度
で
、

後
納
制
度
の
経
費
は
国
が
措
置
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、市
で
貸
付
制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

◆
未
利
用
地
の
処
分
を
徹
底
し
て
、無
駄
を
省
く

①
未
利
用
地
の
箇
所
数
は
。 

②
処
分
予
定
地
と
未
定
地
の

内
容
は
。 

③
売
却
時
の
周
知
方
法
、専
門
業
者
の
活
用
は
。 

④
今
後
の
方
針
は
。 

⑤
処
分
が
進
ま
な
い
箇
所
の
問
題
は
。

総
務
部
長  

①
25
カ
所
。 

②
予
定
地
は
９
カ
所
、形
が
不
整

形
な
ど
で
16
カ
所
が
未
定
。 

③
広
報
紙
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。業
者
の
活
用
も
検
討
す
る
。 

④
順
次
処
分
を
実

施
す
る
。 

⑤
不
動
産
価
格
の
下
落
や
買
い
控
え
の
傾
向
。

◆
家
庭
科
の
授
業
と
学
校
給
食
を
利
用
し
て
食
育
を

①
地
場
産
物
を
利
用
し
た
家
庭
科
の
指
導
方
法
は
。 

②
学

校
給
食
の
献
立
決
定
方
法
は
。 

③
地
場
産
物
の
使
用
状
況

は
。 

④
行
事
食
や
郷
土
料
理
を
取
り
入
れ
た
ら
ど
う
か
。 

⑤
栄
養
職
員
の
指
導
内
容
と
効
果
は
。

学
校
教
育
部
長  

①
地
元
の
野
菜
で
け
ん
ち
ん
汁
な
ど
の

調
理
実
習
を
行
っ
て
い
る
。 

②
栄
養
士
と
調
理
主
任
、所

長
で
検
討
し
、学
校
の
給
食
主
任
の
意
見
を
聞
き
決
定
。 

③
お
お
む
ね
週
１
回
使
用
し
て
い
る
。 

④
す
で
に
実
施
し

て
い
る
が
、さ
ら
に
充
実
を
図
る
。 

⑤
望
ま
し
い
食
習
慣

を
身
に
付
け
る
指
導
を
行
い
、効
果
を
上
げ
て
い
る
。

◆
定
員
適
正
化
計
画
の
運
用
に
当
た
っ
て

①
今
ま
で
の
取
り
組
み
と
職
員
数
の
状
況
は
。 

②
目
標
値

の
根
拠
と
達
成
の
可
能
性
は
。 

③
大
量
退
職
の
時
代
を
迎

え
、人
材
確
保
と
育
成
が
課
題
、ど
う
職
員
削
減
す
る
の
か
。

総
合
政
策
部
長  

①
組
織
機
構
の
簡
素
・
合
理
化
や
民
間
活

力
の
導
入
な
ど
で
２
年
間
に
45
人
を
削
減
。 

②
総
務
省
公

表
の
類
似
団
体
の
職
員
数
を
基
に
種
々
の
要
因
を
考
慮
し

５
年
間
で
１
０
０
人
削
減
が
目
標
で
、達
成
す
る
見
込
み
。 

③
課
の
統
廃
合
や
職
員
の
適
正
配
置
を
は
じ
め
、業
務
の

見
直
し
や
委
託
化
、人
材
育
成
を
図
り
進
め
て
い
く
。

◆
狭
山
市
の
発
展
と
と
も
に
生
活
道
路
が
整
備
さ
れ
て
き

た
が
、今
後
は
急
速
に
老
朽
化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、適

切
な
修
繕
と
整
備
推
進
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
、道
路
に
関
わ
る
要
望
や
苦
情

の
状
況
と
そ
の
対
応
は
。 

②
道
路
施
設
の
耐
用
年
数
と
更

新
工
事
の
考
え
方
は
。 

③
緊
急
時
の
対
応
は
。 

④
道
路
事

業
費
は
。 

⑤
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、今
後
の
狭
山
市
の

道
路
事
業
の
取
り
組
み
に
対
し

て
、市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

建
設
部
長  

①
要
望
、苦
情
は
年

間
約
１
５
０
０
件
。新
設
道
路

や
既
存
道
路
の
拡
幅
な
ど
の
要

望
が
約
30
件
で
、計
画
的
な
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、全

て
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

②
耐
用
年
数
は
、

一
般
的
に
は
15
年
程
度
と
思
わ
れ
る
が
、予
防
保
全
の
工

事
を
行
う
こ
と
で
、延
長
が
可
能
。更
新
工
事
は
、舗
装
部

分
の
打
ち
換
え
工
事
で
あ
る
舗
装
改
良
工
事
を
優
先
し
て

い
る
。 

③
現
場
を
確
認
し
、専
門
的
な
施
工
機
械
が
必
要

な
も
の
は
、緊
急
修
繕
工
事
と
し
て
狭
山
市
建
設
業
組
合

に
発
注
し
、年
間
約
２
６
０
件
を
対
応
し
て
い
る
が
、そ
の

件
数
は
年
々
増
え
て
い
る
。軽
微
な
補
修
、修
繕
な
ど
は
、

職
員
が
対
応
し
て
い
る
。 

④
10
年
度
は
約
14
億
８
４
０
０

万
円
で
あ
っ
た
が
、24
年
度
予
算
は
５
億
６
５
０
０
万
円
。

市
長  

⑤
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
が
、引
き
続
き
行
財
政

改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、事
業
の
集
中
と
選
択
を
行

い
、安
全
・
安
心
な
道
路
環
境
の
整
備
に
向
け
必
要
な
事
業

費
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

◆
CO2
の
排
出
削
減
具
体
策

①
生
ゴ
ミ
の
水
切
り
対
策
は
。 

②
燃
や
す
ゴ
ミ
の
収
集
を

１
回
減
ら
し
、生
ゴ
ミ
を
週
に
１
回
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
収

集
し
て
は
。 

③
水
道
部
、市
民
部
、長
寿
健
康
部
、総
務
部

で
は
、CO2
を
ど
う
削
減
す
る
か
。 

④
市
民
の
た
め
に
食
品

放
射
能
検
査
室
の
設
置
を
。

環
境
経
済
部
長  

①
広
報
紙
な
ど
で
の
啓
発
の
ほ
か
、水
切

り
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
検
討
し
て
い
る
。 

②
収
集
、処
理

費
用
は
、約
４
億
１
千
万
円
の
増
額
と
な
る
見
込
み
。 

④

市
民
に
は
、民
間
の
環
境
関
係
の
調
査
、分
析
会
社
を
紹
介

し
て
お
り
、放
射
能
検
査
所
の
開
設
予
定
は
な
い
。

上
下
水
道
部
長
、
市
民
部
長
、
長
寿
健
康
部
長
、
総
務
部
長 

③
今
後
も
節
電
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
導
入
に
努
め
る
。

◆
災
害
時
の
女
性
の
問
題
は
平
常
時
に
解
決
を

①
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
で
女
性
の
役
割
は
。 

②
実
際

の
避
難
所
運
営
で
は
地
域
の
女
性
の
参
画
を
ど
う
す
る
か
。 

③
地
域
の
若
い
女
性
や
母
親
の
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に
取

り
入
れ
る
か
。

市
民
部
長  

①
新
た
に
３
名
の
女
性
委
員
の
参
画
を
得
て
、

女
性
の
視
点
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
。 

②
避
難
所
に
避
難

し
て
き
た
地
域
の
女
性
に

運
営
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、声
を

聞
く
こ
と
も
必
要
と
考
え

る
。 

③
母
親
と
接
す
る
保

健
師
や
保
育
士
な
ど
が
委

員
と
し
て
協
議
し
て
お
り
、

意
見
を
計
画
の
修
正
に
反

映
し
て
い
く
。

年数が経過しひび割れた道路

早期にエレベーターを

CO2
の
排
出
抑
制
／

災
害
時
、女
性
の
参
画
を
計
画
に

道
路
事
業
費
の
充
足
と

安
全・安
心
な
道
路
を

未
利
用
市
有
地
／
食
育
／

職
員
の
定
員
管
理

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子
議
員

（
無　

所　

属
）

新　

良　

守　

克　

議
員

（
志　

政　

会
）

町　

田　

昌　

弘　

議
員

（
志　

政　

会
）

入
曽
駅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
／

年
金
後
納
制
度
の
活
用

教
育
費
の
負
担
軽
減
／  

孤
立
死
対
策

市
制
60
周
年
に
向
け
て
／

人
口
減
少
の
対
応
策

内　

藤　

光　

雄　

議
員

（
新
政
み
ら
い
）

大　

沢　

え
み
子　

議
員

（
日
本
共
産
党
）

広　

森　

す
み
子　

議
員

（
日
本
共
産
党
）

献花の絶えない南三陸町防災庁舎


